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セグメントＢ（設備と保全）チーム 
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１．６つの業務シナリオＷＧのみどころ 
（設備の予防、予知保全から品質管理、TPMへの進化を一挙公開） 
          

 ・3B01：設備と人の実績可視化による生産性・品質安定性の向上 （株）神戸製鋼所、他 

 ・3B02：鍛造プレスラインにおける予知保全と品質向上        CKD株式会社、他 

 ・3B03-1：誰でも出来る予知保全と品質管理              日本精工（株）、他 

 ・3B03-2：設備の予知保全とリアルタイム加工品質管理        CKD株式会社、他 

 ・3B03-3：予知保全とリアルタイム品質管理を支える次世代IOT   (株)フィックスターズ、他 

 ・3B04：設備総合効率の向上                       日東電工(株)、他 
 
 

２．実証実験とプラットﾌｫｰﾑ実装計画 
          

 ・3B01 ：マツダ（株）／刃研工場、（株）神戸製鋼所／機械加工工場:2社 
 ・3B02 ：マツダ（株）／鍛造ﾌﾟﾚｽライン:1社 
 ・3B03-1：日本精工（株）／フォーマー、(株）ミスズ工業／焼入れ工程（浸炭工程）：2社 
 ・3B03-2：CKD株式会社／溶接機、ジェイテクト／加工機、中村留精密工業(株)／加工機：3社 
 ・3B03-3：電業社／加工機、北陸／マシニングセンター＋（3B03-1,2関連実証検証企業）：7社 
 ・3B04    ：鋳造工場:1社 

これら課題解決に向け、多種多様な知見を持ったIVIメンバーが集結し、 
1６企業を超える実証検証にご期待ください！ 
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『設備と保全』カテゴリの特徴 
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１．IVIに参加する250社を超える企業から収集した 
  『お困り事』の6割から7割が共有認識として 
  ｢問題提起」されるカテゴリ。 
 
２．日本の製造業の現状を打開する為にも昨今のIOT、 
  ビッグデータ、ＡＩを上手に活用して、問題解決を図る 
  という実践活動事例は多い。 
 
３. 昨今、設備稼働管理、予知保全を越え、「工程での 
  作り込みの品質改善」や『データと全体最適』、『新たな   
  結合』への緩やかな繋がりへと展開する動きに注目。 
 
４．ＩＶＲＡ(IVI標準モデル）を実装した実証検証にも迫って 
  参ります。 
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（問題発見１）⇒ AS-IS ⇒ TO-BE ⇒実証検証 

●設備総合効率が向上できない実情 
【設備】突発故障による事後保全，設備状態不明確でロス箇所の把握困難 
【人】対応方法のバラツキ・属人化で復旧時間が読めない，人手不足 
 
●16大ロスのうち設備効率に関わるロスは設備総合効率で算出（JMAC） 

設備総合効率＝時間稼働率（稼働時間）×性能稼働率（生産数）× 良品率（良品数） 
 

故障、段取り・調整、 
冶具・刃具交換、立ち上げ 

空転、チョコ停、 
速度低下によるロス 

不良発生 

保全データ、稼働データを元に、故障状況、復旧時間、生産計画の情報
を部門間でﾘｱﾙﾀｲﾑ共有することで生産効率化を目指す 

復旧ロス最小化 
（標準化、予知保全等） 

狙い 

阻害要因 

IoTによる 
設備稼働データの収集 

保全データ 稼動データ 

4 
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IoT化のコスト・リソース不足 設備保全がやり切れない 

設備故障・品質
不良が事後でし
か分からないこと
が多い 

品質不良の要因
が設備故障であ
ることが多い 

抜取検査しかで
きず、不良が大
量に発生する場
合がある 

匠でなければ故
障予知は困難 

匠の5感や判断
基準は定量化さ
れていない 

人の作業・判断
が定量的に評価
できていない 

高価な機器・プ
ラットフォームは導
入できない 

人の作業・判断
のバラツキで条件
設定・対処が変
わる 

自動化はコストが
かかり、人手作
業に頼らざるを得
ない 

自動化により、今
まで作業者が気
付けていた故障
が見逃される 

設備故障が別トラブル誘発 人の五感は完全では無い 

センサーでデータ
を集めても、分析
するリソースが無
い 

品質・設備状態
の自工程完結が
できていない 

匠でも全ての設
備故障の予知は
困難 

保守部品は全て 
用意するのは困
難 

数週間前には 
故障予知したい 

人に頼った設定
条件により品質
にばらつきが発生 
する 

データ取得後に
傾向分析・活用
が出来ていない 

設備故障・品質
不良の真因に辿
り着くのが困難 

保全作業は 
危険であるなど 
困難な作業を 
伴うことがある 

（問題発見２）⇒ AS-IS ⇒ TO-BE ⇒実証検証 
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 設備と保全：目指す姿（概観） 
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収集 

 
 

工程Ａ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

設備a 

設備b 

ｴｯｼﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 
(デュープデータ対応） 

 
 

IVIﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ登録 

人 

追加センサ 

追加センサ 

人 

センシング 収集 

人と設備の連携 

蓄積 活用 

どのくらい 
サンプリングする？ 

プロセス 
改善 

狙い 

解析 

【品質】 

予知保全 

リアルタイム性 

部品変更 
精度向上 

ダウンタイム 
＝ゼロ 

製品価値・ 
歩留り向上 

①センサーデータ収集 
の方法 
(ｾﾝｻｰ選別､ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾚｰﾄ,etc） 

【効率】 

データ関係性 
（タイムアセット管理） 

データと故障の紐付け 

何を計測する？ 

②ビッグデータ一次保存 
 ⇒ﾘｱﾙﾀｲﾑ解析 
 ⇒予知保全の実施 

③ビッグデータ解析 
 と製品品質向上 

環境データ、他 

PLCデータ 

（AI ﾘｱﾙﾀｲﾑ解析機能） 

異常しきい値？ 

ＷＧ３Ｂ０３－３：予知保全とリアルタイム品質管理を支える次世代IOT  

3B02資料ベース 
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ＩＶＩモデラーを利活用して業務シナリオを作成 
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【溶接現場編】 

 IVI標準モデル(IVRAプロファイル)を実装１ 



・2016年度シナリオWG(みんなの予知保全)の活動で培った困りごと解決   
 手法をベースに今年度は、IVI標準モデル(IVRAプロファイル)の実装を 
 目指す。 

ＷＧ３Ｂ０３－３：予知保全とリアルタイム品質管理を支える次世代IOT  

WG3B03-2から抜粋 

 IVI標準モデル(IVRAプロファイル)を実装２ 
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製造 

設備 

データ 
センサー 

エッジ 
コンピューター 

自律制御 

異常通知 

データ 

クラウド 

生産技術 

設備状態 
定量化 

生産現場 

工場 

事務所 

SIer 

API 

コンサル 

APIサイト 

API 

A社 公開 

予知保全とリアルタイム品質管理を支える次世代IOT 
コトのビジネス化を狙ったIVIプラットフォーム・コンサルビジネス 

可動率向上 
歩留まり向上 

設備条件最適化 
働き方改革 コトのビジネス 

運営 

リアルタイム(データ階層１) 
（ﾃﾞｭｰﾌﾟﾃﾞｰﾀ） 

特徴抽出(データ階層２) 
（ＡＩ,RNN） 

インシデントデータ 
(データ階層３） 

タイムアセット管理、無線 

ＷＧ３Ｂ０３－３：予知保全とリアルタイム品質管理を支える次世代IOT  

IVI標準モデルを実装 

(IVRAプロファイル) サーバー 

 IVI標準モデル(IVRAプロファイル)を実装３ 
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3B03-01  予知保全効果実証 

予知保全プラットフォームとサービス化 

可動率向上、歩留まり向上、設備条件最適化、働き方改革 

 超簡単予知保全 
  安価な機器を取り付けるだけで、作業者の代わりに誰でも予知保全。 
  センサーと簡易エッジコンピューターを取り付けると、自動学習 

 予知保全サービス 
  必要な機器(プラットフォーム)を使って、データを収集し、蓄積データを 
  APIを利用して学習させると、匠の代わりに予知保全が実現。 

3B03-03  プラットフォーム・API・コンサルティングサービス 

コトのビジネス化を狙った、誰でも出来る予知保全と品質管理 
『日本のサプライチェーンを支える全ての現場の改革』 
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実証実験とプラットﾌｫｰﾑ実装一覧 
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・3B01：設備と人の実績可視化による生産性・品質安定性の向上  
  ⇒ マツダ（株）／刃研工場、（株）神戸製鋼所／機械加工工場:2社 
 

・3B02：鍛造プレスラインにおける予知保全と品質向上        
  ⇒ マツダ（株）／鍛造ﾌﾟﾚｽライン:1社 
 

・3B03-1：誰でも出来る予知保全と品質管理             
  ⇒ 日本精工（株）／フォーマー、(株）ミスズ工業／焼入れ工程（浸炭工程）：2社 
 

・3B03-2：設備の予知保全とリアルタイム加工品質管理       
  ⇒ CKD株式会社／溶接機、ジェイテクト／加工機、中村留精密工業(株)／加工機：3社 
 

・3B03-3：予知保全とリアルタイム品質管理を支える次世代IOT   
  ⇒ 電業社／加工機、北陸／マシニングセンター 

      ＋（3B03-1,2関連実証検証企業）：7社＋IVIプラットフォーム実装まで 
 

・3B04：設備総合効率の向上                        
  ⇒ 鋳造工場:1社 
 

これら課題解決に向け、多種多様な知見を持ったIVIメンバーが集結し、 
1６企業を超える実証検証にご期待ください！ 


